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[1] “The living Library Organization”は 2010 年 1 月に“The Human Library Organization”に名称を変更
した。変更の理由として、Living Library という名前を米国の企業が所有していること、デンマーク語か
らの正しい翻訳は Human Library になることが挙げられている。 
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の“The Human Library Organization”が組織されることになった 3)。その後、ヒューマン
ライブラリーは“The Human Library Organization”を母体として、デンマークに次いで










は、2008 年 6 月 28 日の『朝日新聞』朝刊の記事に載ったことがきっかけであった[2]。初















                                                 
[2]  2008 年 6 月 28 日の朝日新聞の朝刊に掲載された（人（世界発２００８）生きている図書館 私たち
を借りてみませんか？．朝日新聞．2008-6-28，朝刊．p.11．）。 



































                                                 

































                                                 







































（2015）による博士論文をここで紹介する 7)。““You shouldn’t have to suffer for being 
who you are”: An examination of the Human Library strategy for challenging prejudice 
































































































































































開催の年月日 開催地域 主催者 参加した立場 
2016 年８月 21 日 長崎県 長崎市 NPO 法人 読者 
2016 年 10 月 2 日 東京都 世田谷区 大学 読者 
2016 年 10 月 23 日 埼玉県 川口市 個人 司書／本 
2016 年 11 月 27 日 東京都 中野市 大学 読者 
2016 年 12 月 4 日 神奈川県 横浜市 地域団体 読者 
2016 年 12 月 10 日 東京都 多摩市 大学 読者 
2017 年 2 月 21 日 長崎県 長崎市 NPO 法人 読者 
2017 年 4 月 23 日 埼玉県 川口市 個人 司書／読者 
2017 年 5 月 4 日 神奈川県 鎌倉市 個人 司書 
2017 年 8 月 21 日 長崎県 長崎市 NPO 法人 読者 
2017 年 9 月 10 日 東京都 豊島区 個人 司書 
2017 年 10 月 21 日 埼玉県 川口市 個人 司書／読者 
2017 年 11 月 8 日 東京都  渋谷区 NPO 法人 読者 
2017 年 11 月 26 日 東京都 中野市 大学 司書 
 
表 1 参加したヒューマンライブラリー 
 














































 「本」のカテゴリー 年齢 性別 参加回数 
A さん 発達障害 等 21 歳 女性 2 回 
B さん がんサバイバー 46 歳 女性 4 回 
C さん ポリアモリー[12] 33 歳 女性 9~10 回 
D さん 義足生活者 41 歳 女性 7 回以上 
E さん 見た目問題当事者 45 歳 女性 4 回 
F さん 性暴力被害者 29 歳 女性 7 回 
G さん 先天性副腎皮質酵素欠陥症当事者 35 歳 男性 3 回 
H さん 性同一性障害者 26 歳 女性 7 回以上 
I さん コーダ[13] 28 歳 女性 1 回 
J さん 性分化疾患当事者 52 歳 男性 3~4 回 
K さん 障害者プロレス 39 歳 男性 5 回 
L さん 難病患者 等 25 歳 女性 1 回 
M さん トランスジェンダー 51 歳 女性 12~13 回 
N さん 眼瞼下垂当事者 38 歳 男性 10 回以上 
O さん 眼瞼下垂の会理事 56 歳 女性 1 回 
P さん 元ショーパブダンサー 44 歳 男性 4 回 
Q さん FtM[ 14] 24 歳 男性 2 回 
R さん ドロップアウトエリート・パラレルキャリア 38 歳 男性 2 回 
S さん 白血病闘病者 23 歳 女性 1 回 
T さん 被災したフリーランスカメラマン 32 歳 女性 1 回 
U さん 弱視者 20 歳 男性 4 回 
V さん X ジェンダー 29 歳 男性 7~10 回 
W さん 義足生活者 52 歳 男性 5 回 
 表 2 調査対象者の「本」 
                                                 
[12]  ポリアモリーとは複数愛者を指す。第３章で詳細に記述する。 










るものである。以下の表 3 に示す。 
 
1 年齢 
































































3.1 ライフストーリーという手法             




































































 ここでは、義足生活者の「本」である D さん、ポリアモリーの「本」である C さん、が
んサバイバーの「本」である B さん、“ドロップアウトエリート”・“パラレルキャリア”と





3.2 D さんのライフストーリー 















































































































































3.3 C さんのライフストーリー 















































































































 自分のことについて語る C さんは、長い間自己否定をしていたとは感じられないほど
に、現在の自分の状態に満足しているように見え、自分自身のライフスタイルを楽しんで
いるように思われた。最後に、少し驚いたことであるのだが、インタビューの終わりに席
を立つと、偶然 C さんの恋人の 1 人も店内に居合わせ、そこで筆者もご挨拶をすることに
なった。改札の近くまで 2 人に見送られ、お辞儀をして再度 2 人を見てると、恋人である
28 
 
男性の隣に立つ C さんはとても幸せそうに見えた。 
 
 
3.4 B さんのライフストーリー 


























































































3.5 R さんのライフストーリー 




















 これまでに２度、ヒューマンライブラリーに「本」として参加した経験のある R さんは
現在、会社員を含め 6 つの事業に取り組んでいるという。会社では人事に関わるコンサル












































































































3.6 4 名のライフストーリーから言えること 
 以上が「本」のライフストーリーである。本章で記述してきた 4 名のライフストーリー




























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































                                                 
[18] 2017 年 8 月 18 日の長崎新聞の朝刊に掲載された（人間いろいろ、話聞いて理解深めて視覚障害者
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